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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和　年　月　　日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

1

授業の充実 ①生徒の実態に応じた学習のねらいや授業内容を生徒一人一人にわか
りやすく伝えることで、目標を持ちながら主体的に学習に取組むこと
ができるよう取り組む。（通年）
②生徒の取組状況の記録を行い、評価規準に沿った適切な学習評価及
び指導の評価等を行う。生徒に対して授業アンケートを実施すること
で、年度別の傾向や経年比較を行い、指導計画や授業内容の改善に取
り組む。（通年）
③ICT機器の活用を通じて、生徒にとって魅力ある授業づくりを充実さ
せることを目指す。ＤＸ加速化事業推進校（2年目）としてICTの活用
を図る。（通年）
④教育課程委員会を中心に、今年度の取組について振り返ることで、
適切な学習評価及び指導の評価等ができるように取り組み、PDCAサイ
クルでの改善ができるようにする。(通年)

2

進路指導の充実 ①学校生活で学んでいる「働く力（基本的生活習慣・挨拶・報連相、
時間を守るなど）」について生徒・保護者にわかりやすく説明する。
（通年）
②生徒のニーズや実態を踏まえた就労先の開拓を更に進める。また、
障害に対する理解を企業に丁寧に行うことで、就労後の定着につなげ
る（通年）
③個別面談等を通じて現場実習での評価シート等の情報を生徒・保護
者と共有を行い、共通認識を持って「働く力（基本的生活習慣・挨
拶・報連相、時間を守るなど）」を身につけられるようにする。（通
年）
④保護者・企業双方から進路に関するニーズ等を把握する。また、随
時、必要な情報は進路だより等で情報を発信する。（通年）

3

生徒指導の充実
と各家庭との連
携

①教職員のニーズや生徒の特性や実態に応じ、生徒理解および特別支
援教育の専門性の向上を目指し、研修会を実施する。また、研修会を
効果的に実施し、教職員の専門性の向上を図る。（通年）
②生徒の実態に応じ、外部専門家や専門機関と連携を密にし、生徒の
発達段階に応じた生徒指導に役立て、卒業後の生活に繋げらるように
する。（通年）
③生徒の規範意識やモラル意識の現状を把握し、意識の向上に向けた
指導法等を研究し、生徒の意識向上につなげる。（通年）

4

地域での学習活
動の充実と情報
発信

①各学科・コースは、生徒の学習意欲向上につながるよう地域に根ざ
した校外学習を実施していく。地域からの要望について、学校の特色
を活かしながら応えていく。また、その様子を週１回の頻度で学校Ｈ
ＰやＳＮＳ等で発信していく。（通年）
②教務部を中心に、学校説明会や入学選考説明会、事前相談会で分か
りやすい情報提供を行い生徒募集につなげていく。（適宜）
③コーディネーター連携会議が中学校と高等学校の情報共有の場とな
るよう企画する。また、地域からの教育相談や研修会講師依頼等にも
対応していく。（通年）
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不十分(４割未満)

〇学校ＨＰやＳＮＳ等を使用し
て、本校の教育活動の取組を外部
に向け情報発信をすることで、取
組の価値づけを行うことで、生徒
にとって通いたい学校になるよう
にしていく必要がある。また、特
別支援教育のセンター的機能を活
かし、中学校及び高等学校支援
や、近隣の特別支援学校とも連携
を行っていく必要がある。

①各学科・コースは、校外学習や特徴
のある教育活動の広報を行うことがで
きたか。
②学校説明会や入学選考説明会、事前
相談会での分かりやすい情報提供がで
きたか。
③コーディネーター連携会議が中学校
と高等学校の情報共有の場になるよう
企画することができたか。また、小・
中・高等学校等からの支援等の依頼に
対応することができたか。

①教職員の専門性の向上を目指した研
修会を実施できたか。
②生徒の実態に応じ、外部専門家や専
門機関と連携をすることができたか。
③生徒のコミュニケーション力（規範
意識・モラル意識等）の現状を把握
し、指導法等を研究・研修し、生徒の
意識改善につなげることができたか。

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

方策の評価指標

〇生徒が社会人として働くために
必要なスキルや姿勢を身につける
指導を行うとともに、新規の就労
先の開拓や、企業に生徒の障害に
ついて理解をいただくことで、就
労後の定着率の向上を図り、きめ
細やかな進路指導に繋げる。現場
実習での課題を、生徒・保護者と
共有し、どのように取り組んでい
くか確認をして取り組む必要があ
る。

〇不登校や問題行動の背景にある
様々な課題に対応するため、生徒
一人一人の実態を的確に把握し、
家庭との連携をとおし、生活習慣
の見直しや学校生活を整えていく
必要がある。

　　出席者　学校関係者　　　　　　名
　　　　　　生徒　　　　　　　　　名
　　　　　　事務局(教職員)　　　　名

現状と課題

①生徒一人一人が目標を持つことがで
きるように、教科のねらいを伝えるこ
とで、主体的に学習に取り組めるよう
指導できたか。
②授業アンケートを実施し、授業の記
録、授業内容と指導方法の改善を行う
ことができたか。
③ICT機器を活用した授業づくりに取
り組むことができたか。
④教育課程委員会を中心に、適切な学
習評価及び指導の評価等につながるよ
うに取り組むことができたか。

①進路指導部を中心に社会人として必
要な「働く力」を具体的に伝えること
で生徒・保護者に情報提供し、共有す
ることができたか。
②生徒のニーズや実態を踏まえた就労
先の開拓が進んだか。
③個別面談等を通じて生徒が「身につ
けたい力」等を確認し、学校と家庭で
連携し「働くために必要なスキルや姿
勢」を身につけられるよう取り組めた
か。
④保護者・企業のニーズは把握できた
か。また、保護者に対し、必要な情報
を進路だより等で発信することができ
たか。

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)

〇生徒が主体的に取り組むことが
できる魅力ある授業づくりを展開
するために、これまでの取り組み
を継続しながら、ICT機器の活用等
を通じて授業改善に取り組むこと
で、就労と生活に結びついた力の
育成を行う必要がある。

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

達
成
度

評価項目の達成状況

目指す学校像
・生徒一人一人の主体的な学びを充実させ、社会生活に必要な知識・技能・態度を育てる学校
・生徒一人一人の体験的な学習を充実させ、進路実現に取り組む学校

重　点　目　標

１　社会的自立に向け、就労と生活を支える学びを重点に指導を行う。
２　生涯にわたり働くために必要なスキルや姿勢を身につける指導を行う。
３　地域で豊かに生活するために必要なコミュニケーション力向上を図る。
４　行きたい学校として、地域に愛され、応援される学校づくりを目指す。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（ 　　　２月　　　１日 現在 ）

ほぼ達成(８割以上)


